
科目 単位数 教科書番号

化学基礎 2 化基712

添削指導
（レポート）

回 時期 内容
時
間

10月
第1回

10月

スクーリング
(10～12月)

メディア学習
により免除

元素と元素
記号
物質の分離

0

0.5

レポート
視聴報告書

行動観察
課題プリント

10月
第2回

10月

スクーリング
(10～12月)

メディア学習
により免除

元素の確認
原子の表記

0

0.5

レポート
視聴報告書

行動観察
課題プリント

11月
第3回

11月

スクーリング
(10～12月）

メディア学習
により免除

イオンの名称
とイオン式

0

0.5

レポート
視聴報告書

行動観察
課題プリント

11月
第4回

11月

スクーリング
(10～12月）

メディア学習
により免除

分子量・式量
指数の計算
物質量の計
算

0

1

レポート
視聴報告書

行動観察
課題プリント

12月
第5回

12月

スクーリング
(10～12月）

メディア学習
により免除

電離につい
て

0

0.5

レポート
視聴報告書

行動観察
課題プリント

1月
第6回

1月

スクーリング
(10～12月）

メディア学習
により免除

水の電離と
水素イオン濃
度

0

1

レポート
視聴報告書

行動観察
課題プリント

1月 考査

4

理科 第一学習社 高等学校　新化学基礎

2024年度 通信教育実施計画書
相生学院高等学校

教科 出版社 教科書名

目標
【学習指導要領】

物質とその変化に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察実験を行うことなどを通して、物質とその変化を科学的に探究するために必要な資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変化について理解するとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身
に付けるようにする。
(2)観察、実験などを行い、科学的に探求する力を養う。
(3)物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

目標に向けての具体的取り組み
【指導上の留意点】

・化学と日常生活や社会との関連に気づき、興味を持ち学習できるようにする。
・レポートや視聴教材を使い、基礎知識を身につけさせる。
・化学で扱う実験や計算を論理的に考えられるようにする。

学
期

実
施
時
期

内容 到達目標
面接指導(単位時間)

評価方法

【知識・技能】                             自然の事物・現象に対する概念や原理・法則の理解
                                                科学的に探究するために必要な観察・実験等の技能
【思考・判断・表現】　　　　　　　　   科学的に探究する力
【主体的に学習に取り組む態度】　 科学的に探究しようとする態度

評価の観点

後
期

序章　化学と人間生活
第Ⅰ章　物質の構成
　　第1節　物質とその構成要素

化学と人間生活とのか
かわりについて関心を
高め，身の回りのものと
関連させ物質を探究す
る方法、基礎知識を身
に付けさせる。

面接指導（単位時間）　合計

第Ⅰ章　物質の構成
　第1節　物質とその構成要素

原子の構造及び
電子配置と周期律
との関係を理解さ
せる。

第Ⅱ章　物質の変化
　第2節　酸・塩基とその反応
　第3節　酸化還元反応

酸化と還元が電子の
授受によることを理
解し，酸化還元反応
と日常生活や社会と
のかかわりについて
理解する。

第Ⅱ章　物質の変化
　第1節　物質量と化学反応式

物質の性質について観
察，実験などを通して
探究し，化学結合と物
質の性質との関係を理
解させ，物質について
微視的な見方ができる
ようにする。

第Ⅰ章　物質の構成
　第2節　化学結合
第Ⅱ章　物質の変化
　第1節　物質量と化学反応式

原子の構造及び化学結合の関
係を理解させる。
物質の性質について観察など
を通して探究し，化学結合と物
質の性質との関係を理解させ，
物質について微視的な見方が
できるようにする。

第Ⅱ章　物質の変化
　第1節　物質量と化学反応式
　第2節　酸・塩基とその反応

物質の性質について探究し，
化学結合の関係を理解し，物
質について微視的な見方がで
きるようにする。
酸と塩基の性質及び中和反応
に関与する物質の量的関係を
理解する。

単位認定試験


